大型ショッピングモールでの子供ロコモ啓発活動
―産官学連携で持続可能な取り組みへ―

岩槻南病院　ロコモコーディネーター　三上　健太


【背景】
ロコモティブシンドローム（以下、ロコモ）予防に関する取り組みは、医療従事者を中心に全国各所で開催されている。一方、ロコモの認知度は41.9%（2025年）と低く、特に20代から30代の子育て世代のロコモ認知度は低迷している（29.1-36.0%、2025年）。今回の取り組みは、ロコモ予防事業の中でも報告が少ない子供ロコモに焦点を絞り、その背景にいる両親への啓発も目的に加えて、産官学連携で実践している。
【取り組み概要】
当院では半年に1度開催される大型ショッピングモール主催の健康増進イベントに２年前から4回連続参加し、子供ロコモの啓発ブースを開設している。内容は、子供ロコモチェックに加えて、生活習慣アンケートと姿勢チェックアプリを活用して座位・立位姿勢を見える化してフィードバックし、子供ロコモ読本を配布して指導した。私たちの取り組みの最大の特徴は産官学連携であり、当院のロコモコーディネーター(LC)が中心となり、医療系大学の大学院生・学部生、中高一貫校の生徒、さいたま市商工会議所青年部（イベントPR大使：さいたま小町）や埼玉県（コバトン）と共に出展している点である。つまり、将来の医療を担う可能性のある大学生、高校生、中学生にロコモについて事前教育することで、子供が子供ロコモの啓発をする形を生み出している。この活動の主な費用は印刷代のみで、当院スタッフの参加を3名程度に抑えることが可能で、医療機関の負担が少ない持続可能な取り組みを実現し、さらに将来のLC育成にも繋がる可能性がある。毎回140名程度の子供ロコモチェックを実施し、紙面で研究同意を得て80名程のデータを取得している。子供ロコモチェックが1項目でもできない対象は約37.1%存在する。さいたま市や埼玉県のマスコットキャラクターは来訪者増加に寄与している。
【まとめ】
産官学連携による子供ロコモ啓発活動について紹介した。連携することで①効果的な啓発、②持続可能な運営体制、③将来に向けたロコモ教育を同時に実現する可能性があり、今後も継続していく方針である。
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